
令和４年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 西原 小学校 ）     学校番号 ０９９                            【様式】 

目 指 す 学 校 像 「遊ぶように学び、学びながら暮らす児童」が集い、共に学び合う学校 

  

重 点 目 標 

１ 義務教育９年間を見通したカリキュラム・マネジメントによる学びの高度化の推進 

２ 一人ひとりの多様な幸せ(well-being)を大切にする学びの「時間」と「空間」の整備 

３ 探究的な学びを地域全体で支えるスクール・コミュニティの実現 

４ 学びを最大限に引き出し、主体的な学びを支援する伴走者としての教職員の育成 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日 令和５年２月１３日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 
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＜現状＞ 
○学習指導要領、さいたま市小学校教育課程編成
要領等に基づき、適切に教育課程を編成・実施
している。 

○「さいたま市小・中一貫教育」を推進し、一
小・一中の地の利を生かして、円滑な接続を図
るための取組みを行ってきた。 

＜課題＞ 
○社会状況の急速な変化や児童の多様化に応じる
ために、ＩＣＴ環境を最大限活用し，「個別最
適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実
していくことが求められる。 

○教科指導の専門性をもった教員による教科担任
制を導入し、各教科等の系統性等を踏まえた学
びの高度化を図ることが重要である。 

「学び方（ラー
ニ ン グ ス キ
ル）」の習得に
よる「学びの自
律化」の実現 

①西原中学校と協働で義務教育９年間を
見通した「ラーニングスキル」を選定
する。 

②学びの基盤となる「情報活用能力」の
指導の系統化を図る。 

①各教科において「学び方（ラーニング
スキル）」の系統表試案を作成するこ
とができたか。 

②「情報活用能力」の学年別指導計画を
作成することができたか。 

①各教科において、小学校段階の「学び方
（ラーニングスキル）」の系統表試案を作
成することができた。 

②ＩＣＴ教育部において、「情報活用能力」の
令和５年度学年別指導計画を作成中である。 

Ｂ 

作成した試案に基づき、「学び方」
「情報活用能力」の習熟を図る授業づ
くりに取り組む。特に、授業の中で児
童が選択する機会を多く設定し、自律
的な学習を促進できるようにする。 

 

 小学校と中学校の協力関係が
醸成されてきており、早くから
情報が共有されることは、児童
にとって有難いことである。 
西原小・西原中の地の利を生

かし、実技教科において中学校
教員の指導が行われるのは、児
童にとってよい学びのイメージ
につながり、効果的と考える。 
今後も小・中の連携を深め、

協調的な学びや自分で問題解決
する学びを続けてほしい。 
また、ICT 教育の充実に向け

て、物的、人的な整備が必要と
感じる。 

小学校教育と中
学校教育をつな
ぐ「架け橋」を
重視した教科担
任制の実施 

①音楽専科教員の学級担任配置、体育専
科教員の配置を行い、効果的な実施方
法の知見を蓄積する。 

②「さいたま市小・中一貫教育」の推進
に係る兼務教員が継続的に授業に参加
することで、中学校のもつ実践的な知
識や方法論を導入できるようにする。 

③西原小・中学校で連携した学校行事を
可能なところから実施する。 

①「さいたま市小学校教科担任制」の令
和５年度全面実施に向けた実施計画を
立案することができたか。 

②西原中学校の教員と効果的に連携を図
って指導する授業を実施することがで
きたか。 

③西原小・中学校で連携した学校行事を
複数回実施することができたか。 

①令和５年度は、「さいたま市小学校教科担
任制」を完全実施予定である。 

②西原中学校の数学、音楽、美術、家庭の教員
が、年間を通して当該教科の授業に入り、専門
的な視点から学習の支援を行うことができた。 

③西原小・中合同の引き渡し訓練、西原中合
唱祭への音楽担当教員の派遣、つぼみの日
を実施した。西原中学校のボランティア活
動として、剪定枝の片付けを実施した。 

Ｂ 

「さいたま市小学校教科担任制」を
円滑に実施することで、中学校の指導
体制のよさを小学校に取り入れるとと
もに、小・中の学びの連続性を強化で
きるようにする。 
西原小・中学校の児童生徒が、まる

で一つの学校のように交流できる教育
活動の実施を目指す。 
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＜現状＞ 
○コロナ禍３年目となり、感染症対策を徹底して
児童の健康を守りながら教育活動の充実に取り
組んでいる。 

○地域や家庭の協力を得ながら、防犯や交通安全
の取組みを組織的・計画的に推進している。 

＜課題＞ 
○コロナ禍による社会不安の増大など、児童を取
り巻く課題が多様化・複雑化している。人と安
全・安心につながることができるセーフティネ
ットの役割を果たすため、特に「学びの中に自
分の居場所があること」を重視し、心の健康を
保障する環境整備が急務である。 

自律的に学習を
進めたり学習の
悩みを相談した
りできる学習ス
ペースの整備 

①学年多目的室を自主学習ルームとして整
備し、授業中や休み時間、放課後等に児
童が自主的に使用できるようにする。 

②ＳＣやＳＳＷ、関係機関と積極的な連
携することで、様々な困難に直面し、
学校や教室に行きづらい児童の学びの
場を整備し、運用を開始する。 

①自主学習ルームを４か所設置し、児童
が日常的に使用する状況になったか。 

②学校や教室に行きづらい児童のための
学習スペースを整備し、必要に応じて
使用できる状況になったか。 

①３～６年生それぞれに自主学習ルームを設
置し、授業において、少人数指導等に活用
し始めている。 

②学校や教室に行きづらい児童のための学習スペ
ース（通称オアシスルーム）を整備し、対象児
童のペースに応じて、オンライン授業に参加し
たり、個別の課題を行ったりしている。 

Ｂ 

整備した自主学習ルームを活用して
補習や学習相談を行う等、児童の学習
不安の解消に資する取組を推進する。 
オアシスルームの周知を図り、家庭

と学校をつなぐ踊り場としての機能を
充実する。 

 

 コロナ禍の生活変化で、児童
の心身が不安定になることもあ
ったが、先生方が友達に相談し
やすい環境づくりを実施してい
る。楽しく学校生活を送ってい
る児童の姿は、大人にも力をく
れた。 
 時間や環境の整備は進んでき
ている。個々に考えをもつ児童
が有意義に使用していくととも
に、多様な幸せを認めることへ
の教育や啓蒙が必要と考える。  
また、集団の中だからこそ学

べることも経験してほしい。 

「ラーニングセ
ンター」として
の学校図書館の
整備 

①図書ボランティア「しゅーぼん」や図
書委員会の児童と連携し、読書活動の
充実や読書環境の整備を図る。 

②児童の知的好奇心を醸成する開かれた学
びの場として整備するため、令和５年度
の第２図書室設置に向けて準備を行う。 

①季節や年中行事に応じた読書活動の取
組や読書環境の整備を行うことができ
たか。 

②第２図書館の設置に向けて、児童や保
護者の意見を取り入れて、準備計画を
立案することができたか。 

①読書月間等に合わせて、読書キャンペーン
や読書紹介、読み聞かせを行うことができ
た。年間を通じて、図書ボランティア「し
ゅーぼん」の方々により、季節感あふれる
読書環境の整備が行われた。 

②現在の図書館を隣室まで拡張する形で、令
和５年度当初からの運用開始予定である。 

Ｂ 

 図書委員会の児童や図書ボランティ
ア「しゅーぼん」の方々の意見を取り
入れながら、児童の知的好奇心を醸成す
る開かれた学びの場として、学校図書館
活動を推進する。 
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＜現状＞ 
○地域の各自治会やＰＴＡの協力を得て、学校安
全ネットワークを構築するとともに、民生委
員・児童委員と連携を図り、多面的な視点から
児童の見守り活動に取り組んでいる。 

○開校当初より、郷土学習として、全校児童が岩
槻の人形づくりを行い、伝統となっている。 

○西原小チャレンジスクールでは、コロナ禍では
あるが、岩槻児童センターと連携しながら、熱
心に活動が行われている。 

＜課題＞ 
○昨年度行われた学校運営協議会準備委員会によ
る準備に基づき、コミュニティ・スクールをス
タートし、初めの一歩として、学校を核とした
地域づくりに向けた目標を設定する。 

○郷土学習を現代的な諸課題に応じて、探究的な
学びとして再構築し、教育課程に位置付ける。 

学校運営協議会
において目指す
児童生徒像（学
習者像）を共有 

①西原小・中学校合同のコミュニティ・
スクールを円滑にスタートし、学校運
営協議会において「目指す児童生徒像
（学習者像）」について熟議を行う。 

①西原小・中学校コミュニティ・スクー
ルの「目指す児童生徒像（学習者
像）」を策定することができたか。 

①第２回学校運営協議会において、「西原小
学校・西原中学校で育みたい学びの姿」を
テーマとして熟議を行った。 Ｂ 

自動会話プログラムやイラスト自動
生成ツールなど、ＡＩの実用化の進展
による社会環境の変化を踏まえなが
ら、引き続き「目指す児童生徒像（学
習者像）」について熟議を深める。 

 

小・中合同のコミュニティ・
スクールのスタートにより、こ
れまでできそうでできなかった
連携や協力の形が見えてきた。
今後も地域とのつながりを大切
し、地域の方々や関係団体との
関係を積極的に深めてほしい。 
地域の伝統である人形作りに

ついて、１年生から６年生まで
取り組んでいるのは、西原小だ
けである。引き続き、地域なら
ではの探究課題に関心をもって
学べる環境について、取り組み
続けてほしい。 
地域交流のプラットフォーム

として、地域の方と児童がふれ
あう機会を設けていきたい。 

地域人材を講師
に招き、「岩槻
を題材とした探
究的な学習」の
実施 

①総合的な学習の時間において、「岩槻
の人形」をテーマとし、地域の人形店
の職人を講師とした「人形づくり体
験」を中心とした探究的な学習を実施
する。 

①「さいたま STEAMS 教育」や「さいた
ま SDGs 教育」と関連を図った「岩槻
の人形」をテーマとした探究的な学習
の全体計画や学年別指導計画を作成す
ることができたか。 

①森田人形店と連携を図り、岩槻の人形づく
りに係る体験学習を実施した。「岩槻の人
形」をテーマとした令和５年度総合的な学
習の時間（STEAMS TIME）年間指導計画を作
成中である。 

Ｂ 

 人形づくりに加えて、岩槻を題材と
した新たな探究課題を開発し、児童の
興味・関心を追及できる体験的な学習
の実施を目指す。 

チャレンジスク
ールと連携した
「多様な学びの
場」の設定 

①チャレンジスクール実行委員会と継続
して情報交換を行い、児童にとって安
全・安心な第３の居場所づくりに取り
組む。 

①チャレンジスクールの実行委員や図書
ボランティア等が日常的に活動できる
スペースを整備できたか。 

①児童と地域の方が気軽に交流できることを
目的とした「コミュニティルーム」を設置
するため、関係者を集めた検討会議を開催
した。令和５年度当初からの運用開始予定
である。 

Ｂ 

コミュニティルームの運営を軌道に
乗せ、児童と地域の方が交流したり、
互いに学び合ったりできる機会を継続
して設定できるようにする。 
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＜現状＞ 
○教員の約半数が、経験５年前後であるが、経験豊
かな教員と協働する中で、互いに学び合い、支え
合いながら資質向上に取り組む風土がある。 

○GIGAスクール構想により整備されたＩＣＴ環境を活
用した授業や業務遂行が日常的に見られる。 

＜課題＞ 
○小学校教科担任制の導入もあり、各教員にとっ
て拠り所となる教科を１つもち、自信を深めな
がら指導力を向上していくことが重要である。 

○ＩＣＴの効果的な活用により、各教職員のもつ
経験や技を可視化することで、組織力をより一
層高めることが求められる。 

一人１教科選択
制による「学び
合う」学校課題
研究の実施 

①各教員が研修を深めたい教科を選択
し、西原中学校の教科担任と合同のチ
ームを組織して、相互授業参観や教材
研究を行う。 

②全教員に対して、「よい授業」による
授業評価と管理職の授業参観に基づく
「１on１面談」を実施する。 

①教員対象のアンケートで「深く探究し
たい教科がある」と回答した教員の割
合が85％以上となったか。 

②全ての教員が「１on１面談」を通し
て、自身の授業づくりの目標を具体的
にもつことができたか。 

①教職員用学校評価アンケート“一人１教科
選択制による「学び合う」学校課題研究の
取組から「深く探究したい教科」を見いだ
すことができた”の質問項目に肯定的に回
答した教員の割合は88％であった。 

②管理職が、短時間ながら、ほぼ毎日全ての学級
の授業を参観した。人事評価面談等を通して、
よりよい授業づくりに向けた取組みを行った。 

Ｂ 

学校課題研究のステージを理論研究
から実践研究に進め、教科別チームに
よる小・中相互授業参観を繰り返すこ
とで、実践的指導力の向上を図る。 
さいたま市教育委員会による「さい

たま市小・中一貫教育」の研究発表会
を成功させる。 

 

 限られた時間の中で、教職員
が積極的に研修していくこと
は、大変有難いことである。 
小学校教科担任制が導入され

る中、教員が１教科を探究する
専門家となり、小・中で相互授
業参観する仕組みは、効果的と
考える。小・中の教職員が情報
や意見交換を行うことで、小・
中一貫教育の目指す方向性が決
まってくるものと期待できる。 
教職員の雰囲気は、児童に必

ず伝わる。教職員が「やり甲
斐」「働き甲斐」を感じられる
職場であることを願う。 

ＩＣＴを活用し
た業務の透明化
と標準化の推進 

①エバンジェリストによるＩＣＴ活用研
修を隔月で実施し、教職員のＩＣＴ活
用能力のブラッシュアップを図る。 

②ＩＣＴツールを活用して、各教職員の
もつ情報や好事例等を共有すること
で、業務の効率化を図る。 

①ＩＣＴ活用能力調査で 90 点以上の教
員の割合が90％以上となったか。 

②Teams や校務支援システムを使用した
情報共有が日常的に行われるようにな
ったか。 

①ＩＣＴ教育推進担当教員を講師としたＩＣ
Ｔ活用研修を５回実施し、楽しみながらＩ
ＣＴ活用能力の習得を図ることができた。 

②教職員間で、Teams のチャット機能や校務支援
システムの「児童の気付き」入力システム等を
使用した情報共有が日常的に行われている。 

Ｂ 

 学校の配布文書の電子化や欠席連絡 
のデジタル化などは進んでいる。ＩＣ
Ｔの活用により日々蓄積される教育デ
ータと教職員の経験を掛け合わせるこ
とで、教育活動の更なる改善を目指
す。 


